
２
０
１
９

年
度
「
第
25

回
新
聞
記
事
コ
ン
ク
ー
ル
」
（
河
北
新
報
社
主
催
）

「N
Z

乱
射
事
件
よ
り

平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
て
」
優
秀
賞
受
賞

佐
々
木

若
葉

今
年
3

月
15

日
午
後
1

時
40

分
に
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
銃
乱

射
事
件
が
起
き
た
。
留
学
先
の
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が
事
件
現
場
か
ら
徒

歩
15

分
圏
内
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
不
安
を
覚
え
た
。
事
件

直
後
に
町
は
封
鎖
さ
れ
、
マ
ザ
ー
が
避
難
先
の
ビ
ル
か
ら
解
放
さ
れ

た
の
は
7

時
間
後
の
午
後
8

時
過
ぎ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
マ
ザ
ー

は
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。
「
多
民
族
国
家
で
あ
る

こ
の
国
で
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
と
て
も

悲
し
い
。
容
疑
者
の
身
勝
手
な
思
想
に
よ
っ
て
、
無
実
の
人
々
が
傷

つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
テ
ロ
に
よ
っ
て
世

界
中
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
不
安
や
恐
怖
を
与
え
た
と
思
う
。
」
事
件

当
日
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
金
曜
礼
拝
の
日
だ
っ
た
。
白
人
至
上
主
義
の

過
激
思
想
を
も
っ
た
男
に
よ
っ
て
、
モ
ス
ク
に
い
た
50

名
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
た
の
だ
。
犯
人
のS

N
S

上
に
は
、
反
イ
ス
ラ
ム
・
移
民
排

斥
感
情
が
綴
ら
れ
て
い
た
。

事
件
翌
日
、
私
が
在
籍
す
るH

am
ilto
n
G
irls

❛H
ig
h
S
ch
o
o
l

で

は
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。
在
籍
す
る
約
１
８
０
０
名
の
生
徒
の
背
景

に
は
多
様
な
国
籍
・
宗
教
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
生
徒
に
限
ら
ず
、

多
く
の
高
校
生
が
涙
を
流
し
、
学
校
中
が
悲
し
み
に
包
ま
れ
て
い
た
。

会
場
近
く
に
は
被
害
者
や
遺
族
に
向
け
た
、
教
員
・
生
徒
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
て
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ

た
。
人
種
や
宗
教
を
越
え
て
、
深
く
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
に

心
が
動
か
さ
れ
た
。
私
も
ペ
ン
を
取
り
日
本
語
と
英
語
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い
た
。W

e
are
o
n
e.

私
た
ち
は
一
つ
。

他
民
族
国
家
で
あ
るN

Z

に
留
学
し
て
7

か
月
が
経
つ
が
、
生
活

し
て
い
る
中
で
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
人
種
・
言
語
・
宗
教

が
違
く
て
も
、
私
た
ち
人
間
は
み
な
平
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
で
生
活
し
て
い
る
と
差
別
の
存
在
認
識
が
や
や
不
足
し
が
ち
だ

が
、
世
界
で
は
差
別
に
よ
る
悲
し
い
事
件
が
起
き
て
い
る
。
来
年
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。
日
本
政

府
は
訪
日
外
国
人
４
０
０
０
万
人
を
目
標
と
し
て
い
る
。
今
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。
平
和
の
祭
典
を
前
に
一
人
ひ
と

り
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
全
て
の
人
が
平
等
で
大
切
に
さ
れ
る
世

界
の
実
現
を
祈
っ
て
い
る
。

高
校
卒
業
後
、
上
智
大
学
文
学
部

新
聞
学
科
へ
進
学
し
ま
し
た
。




